


















察したものである。Brinton and Traugott (2005：1)では、以下のような文が挙げられている： 
 
We are celebrating a fascinating holiday today.   
  今日は、すてきな休日をお祝いしているところです。 
 
上の例の celebrating と fascinating は、-ing が付き、同じ文法形式のように見えるが、それ
ぞれ異なる歴史をたどっていることが述べられている。つまり、前者は文法形式のまま残
り、後者は語彙的になったということである。確かに、celebrating と fascinating は元の動
詞が celebrate (祝う、祝賀する)、 fascinate (〈人を〉魅惑する、…の興味をそそる)である























                   〈自動詞〉       〈他動詞〉 
 
(1)        
 
 
(2)        
 
 




                                









































“oku-”  「読む」 
“ič-”  「飲む」 
“karma-” 「持つ」 















































1a) 子供に服を着せる。    
1b) 子供に服を着させる。   
見せる 











































8b) とんだ長話を聞かせてしまった。  













































30) oygon (起きる) 
  Al katuu čïk-kan ün-dӧn čoču-p oygon-du. 













20) シーツにのりを利かせる。 21) バンドの熱演がファンを沸かせる。 
22) バランスを失い、体を泳がせる。 23) パンの生地を寝かせる。 








31) oygot (起こす) 
Tün ortosun-da katuu kïykïrïk an-ï oygot-tu. 











32) ӧl-tür (死なせる／殺す) 
Ali adam-dï ӧl-tür-dü 
人名 人-ACC 死ぬ- CAUS-PAST 
アリは人を殺した。 
33) ӧl-tür-t (死なせるようにさせる／殺させる) 
Ali Asan-ga adam-dï ӧl-tür-t-tü 






者である Asan を「与格」で表示する。その他に、「“ӧl-tür”－死なせる(殺す)」は 34)のよ
うな用法でも使われる。 
34) Otpuske-m-din on kün-ün  ӧl-tür-dü 








35) jet- (追いかける) 
Al Asan-dïn artï-nan jet-ip bar-dï. 
彼 人名-GEN 後ろ- ABL 追いかける-CV 行く-PAST 
彼はアサンの後ろから追いかけてきた。 
36) jet-il (成長する) 
Asan 18ge čïg-ïp, čoŋ jigit bol-up, jet-il-di. 
人名 18-DAT なる- CV 大きい 男 なる-CV 成長-PAST 
















37)*makta-l+ïŋïz (褒められるようにしてください)    
*Asan bügün mektep-te makta-l-ïŋïz. 











38) jyina-l+ïŋïz (片づけられるようにしてください)          
Konok-tor-dun kel-ish-i-ne karata jyina-l-ïŋïz 











39) Asan saat-ti buz-du. 
人名 時計- ACC 壊す-PAST 
アサンは時計を壊した。 











にも関わらず単独の語彙としてレキシコンに登録されている動詞があることが分かった。   
具体的には、日本語の「着せる」「見せる」「被せる」「浴びせる」「とばす」「知らせる」「聞
かせる」「産まれる」などとキルギス語の “oygon” (起きる)、 “oygot” (起こす)、 “ӧl-tür” 
(死なせる／殺す)、 “jet-il” (成長する)などの文法的な自、他において、英語の fascinating
と日本語の複合語のような語彙化の現象が存在するということである。最終的に、自、他
40) *Saat, Asan dan/taraptan buz-ul-du. 
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Аа=Aa, Бб=Bb,  Вв=Vv,  Гг=Gg,  Дд=Dd,  Ее=Ee,  Ёё=Yo yo,  Жж=Jj,  Зз=Zz,  Ии=Ii,   
Йй=Yy,   Кк=Kk,  Лл=Ll,  Мм=Mm,  Нн=Nn,  Ңң=Ŋŋ  Оо=Oo,  Өө=Ӧӧ  Пп=Pp,  
Рр=Rr,  Сс=Ss,  Тт=Tt,  Уу=Uu,  Үү=Üü  Фф=Ff,  Хх=Hh,  Цц=Cc,  Чч=Čč,  ъ=”,  





ABL  ablative-奪格；ACC  accusative-対格；CAUS  causative suffix-使役; DAT  dative-与
格；GEN  genitive-属格；PASS  passive suffix-受動接辞; PL  plural-複数；POSS  possessive-
所有形；PRES  present/future tense-現在／未来形; PAST  past tense-過去形；REFL  reflexive 
suffix-再帰；SG  singular-単数; LOC  location-位置格; CV  converb-～て形；VN  verbal 





                                                        
１ キルギス語は、アルタイ語族チュルク諸語に属し、キルギス共和国の国語である。キル
ギス語は文の語順が基本的に日本語と同じように主語―目的語―動詞(SOV)で、目的語や
動詞に接辞や活用語尾が付着し、母音調和や子音調和を行うことを特徴とする。 
 
